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謹んで新年のお慶びを申し上げます 

新年あけましておめでとうございます。 

2023年の年頭にあたり、新年のご挨拶を申し上げます。 

旧年中は当会への多大なるご支援、ご協力を賜りましたこと、

深く感謝申し上げます。昨年は、落ち着いたかと思われた新型

コロナウイルス感染症も、第7波そして第8波と収束の兆しが

見えない中、各施設におかれましては医療の平常化と教育活動

などの活性化にご尽力されたことと拝察いたします。 

技師会活動におきましては、ZOOMを利用した生涯教育研修会

も多く開催され、県学会、がん予防啓発事業もWeb開催するこ

とができました。11月には全国「検査と健康展」を3年ぶりに

現地開催し、県民の皆様に臨床検査の啓発を行うことができた

ことは、とても喜ばしいことでした。 

現在、医療勤務環境改善推進事業が進められる中、佐賀県に

おいても12月にタスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣

指定講習会を開催し、多くの会員が新たな資格を取得しました。

本講習会は臨床検査技師全員の受講を目指していますので、引

き続き啓発活動を継続していきます。 

今年は、10月21日、22日に2023年度日臨技九州支部医学検

査学会（第57回）を佐賀市で開催します。実り多い学会となる

よう準備を進めてまいりますので、皆様方のご協力をどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

本年も会運営が着実に進むよう、役員一同全力で会務にあた

ります。会員並びに賛助会員の皆様におかれましては、引き続

きご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会実技

講習会報告 

標記講習会を、12 月11 日（日）に佐賀県医療センター好生

館看護学院で開催し、54名が新たな資格を取得しました。本講

習会は、法改正により新たに業務範囲に追加された行為を行う

際に必要な厚生労働大臣指定講習会となっていますので、皆様

方全員の受講をお願いします。 

 

第2回タスク・シフト/シェア実技講習会開催について（予告） 

 第2回となります標記講習会の日程が決定しました。 

日時：2023年2月26日（日） 

  場所：佐賀県医療センター好生館看護学院 

（佐賀中部病院北側） 

事前参加登録開始日：1月6日（金） 

申し込み締め切り日：2月16日（木） 

 詳細については、別紙配付資料をご覧ください。 

 受講には基礎講習の視聴（700 分）が必須となります。詳

しくは日本臨床衛生検査技師会（JAMT）のHPをご確認いただ

き、早めの基礎講習受講をお願いします。 

 

ゆめさが大学講義の報告 

今回、公益財団法人佐賀県長寿社会振興財団が運営する「ゆ

めさが大学」にて『血管年齢を若く保つためには』という内容

で講義をさせて頂きました。 

講義は①突然死の原因、②血管の種類や役割、③動脈硬化に

ついて、④動脈硬化の予防という4部構成で行いました。一般

の方に理解し易いようにイラストや実際のエコー画像を供覧し

ながら、平易な言葉で分かり易く伝えることを心掛けました。

また90分という長丁場であったため、途中で質問形式にしたり、

その場で簡単に行える有酸素運動を一緒に行ったりと退屈しな

いように工夫しました。今回の講義を通して、自分の中で曖昧

になっていた知識を再確認することができたと同時に、新たに

学んだことも多く、とてもいい経験になりました。また、生徒

の方々の平均年齢は70歳を超えているということでしたが、皆

さん非常にやる気に満ち溢れており、講義中も熱心にメモを取

られている姿がとても印象的で、私にとってもいい刺激となり

ました。こらからは病院外においても血管診療技師として活動

の幅を広げていけたらと思います。 

（唐津赤十字病院 峯 悠太郎） 

第13回佐賀県合同輸血療法委員会報告 

12 月 17 日(土)、標記委員会がハイブリッドにて開催されま

した。本委員会の代表世話人である佐賀大学末岡榮三朗医学部

長と、佐賀県健康福祉部野田広医療統括監からの挨拶の後、血

液事業に関すること、輸血医療に関する医療機関からの報告の

ほか、2 演題の講演が行われました。医療機関からの事例報告

では、佐賀大学医学部附属病院の山田麻里江技師から、「献血ド

ナーのコロナ陽性時における院内の対応」と題して、症例提示

と院内での対応手順の作成に関する発表が行われました。安全

かつ適正な輸血医療を支えるためのさまざまな活動について情

報共有が行われ、大変有意義な会となりました。 

 

第 35 回（令和4 年度）佐賀県医師会臨床検査精度管理調査報

告会案内 

標記報告会が下記のとおり開催されます。なお、会報 2022

年10月号で案内していました特別講演が変更となっています。 

日  時：2月18日（土）15：00～17：30 

開催方法：未定（感染状況を考慮し決定） 

内  容：①佐賀県医師会臨床検査精度管理調査解析報告 

     ②情報提供（COVID-19検査関連） 

     ③特別講演 「佐賀県メタボ癌に立ち向かうための

疾病対策モデルと臨床検査の重要性」 

  演者 高橋 宏和 先生 

  （佐賀大学医学部附属病院 肝疾患センター 特任教授） 

 

12月活動報告 

10日（土）タスク・シフト実技講習会準備・・平野・石隈・森 

11日（日）タスク・シフト実技講習会・平野・渡辺・石隈・森 

13日（火）第57回九州支部学会実行委員会（Web）・・全三役 

17日（土）佐賀県合同輸血療法委員会（Web）・・・・・・平野 

19日（月）三役会（Web）・・・・・・・・・・・・・・全三役 

佐臨技HPへ 

はこちらから 


